　　　　　

　2018年4月30日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　司
企業・組織の違反行為を防止するには（社会心理学的観点から）
「組織の社会技術シリーズ」からの提言（岡本浩一氏ほか）について

（1）全体を通して：

①頻発する事故隠し、重大な違反事件等々の企業の不祥事は、決して特定の個人による過ちでも避けがたいヒューマンエラーでもない。そのほとんどは、危険や非倫理性を承知しながら、積極的に意志決定されている。なぜそのような決定がなされてしまうのかには、岡本氏によれば、 組織のフォーマル、インフォーマルな構造や文化、風土が深く関わっているとしている。

②このシリーズでは、きちんとした科学的データ処理をしてあり、文献もきちんとしている。調査方法に関しても、素晴らしい。そして、社会心理学的な側面に注目して分析を行い、組織の反社会的な体質が改善するためには、意志決定の手続き遵守、組織風土管理、内部申告管理、職業的自尊心の管理が必要であり、この4つが有効に維持管理されれば、その目的を達成できるとしている。
③組織的違反の最も直接的な原因が意志決定手続の瑕疵、それよりやや間接的な準直接的原因が組織風土の属人思考、それよりさらに間接的な要因が職業的自尊心、これらとは、独立した要因が、内部申告等の制度と研修の欠如である。
職業的自尊心（ノブレス・オブリジェ）→　組織風土　→　意志決定
　　↑
　内部申告
　　　　　　　　　　　　　　　

④ただし、たしかにどれも重要な事柄であるが、この中では、職業的自尊心（ノブレス・オブリジェ）の部分が日本人の心の問題とも関連があり、重要なものと思う。すなわち、人は、その職業を誇らしいと思えば、その職業を大切に思い、その職業が果たすべき社会的な役割を全うしようとする思いが強くなると思う。そして、これは、職業に従事している人の行動や意識の根底にある価値観と密接な関係があり、まさにコンプライアンスが心の問題に通じる部分ではないかと思う。そして日本人のもつ「心」を研究しその分析を行うことが有効な手段になると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　

（2）プロジェクトから提言された各項目（4つの課題）に対する考察：
1 会議とインフォーマルな懇談による集団意志決定の機能不具合

-＞不適切な意志決定を防止するためには、会議方法（招集手続き、議事の進行の仕方、発言方法など）をよく検討して、より透明性のある組織運営が必要と思う。さらに各人が同調に流されずに発言できる環境つくりが必要と思う。さらに、会議においては、「ロバート議事規則」の利用が有効な手段になると思う。（詳細は、2017年11月18日の「読書メモ」に記載）
2 組織的違反の原因となる組織風土の特定と測定

-＞組織における意志決定や人事のあり方に大きく影響するのが企業文化、組織風土である。これには、このプロジェクトで提案している「属人思考」（問題を把握し解決するにあたって「事柄」についての認知処理の比重が軽く「人」についての認知処理の比重が重い思考）を低くする施策が必要と思う。なお、プロジェクトでは、「企業ドック」（風土ドック）というものが提言されている。この目的は、組織風土を定期的に診断し、意志決定方式、労働慣行、職場の人間関係を見直すというものである。この考え方は、斬新であり、興味深い。ただし、そのための意識改革をいかに進めていくか、コストをいかに正当化するかなどまだまだ課題は、多いと思われる。中長期的な課題ではなかろうか？

3 内部申告を含むコンプライアンス行動の人格要因と状況要因

-＞規定などのハード面からの整備は、各組織で整備されつつある。しかし、一見、素晴らしいと思われる規定や組織を持っていると思われる一流企業に不祥事が発生するのは、なぜであろうか？この対応のために心の問題にメスをいれるべきである。そのための有効な手段が今回のプロジェクトのように社会心理学的な分析と検討、そしてそれを実践に結び付ける活動と思う。ただし、内部告発というのは、非常に微妙な問題であり自分の属している組織に対して一種の裏切りともとらえかねない。そして告発者には、非常に大きな葛藤が生ずる。これらに十分配慮して取り組むことが必要と思う。
4 使命感、コンプライアンスを生む職業威信

-＞組織の意志決定手続に加えて、職業的使命感（ノブリス・オブリジェ）が重要な要素となる。プロジェクトでは、「職業的自尊心」について、「職能的自尊心」と「職務的自尊心」の二次元モデルとしてとらえ、主に「職務的自尊心」にスポットライトをあててこの重要性に着目している。なお、プロジェクトの中では、対応策として「報酬や制度を含むさまざまな待遇措置を通じて維持される」としているが、この項目については、まだ、十分な掘り下げがなされていないのではないかと思われ、さらなる検討が必要と思う。
（3）全体をふりかえって：

コンプラインスにかかわるものを社会心理学的な手法を用いてここまで分析されたものは、おそらくほとんどないと思われる。課題の抽出、分析に関して、国内外のあらゆる資料をとりよせ、その分析・検討を行い仮説をたて、また、それを検証するためにアンケートを実際に行い提言を作成して手法は、全く素晴らしい。このプロジェクトの中で、現時点における課題は、ほとんど網羅されているといっても過言ではないように思われる。これからは、これをもとにより職場にあった改善策をまとめていく作業を各企業・組織ごとに進めていくことが必要と思う。
個人的には、今回のプロジェクトでの分析を念頭においていくつかの事例研究を行っていきたいと思う。また、職業的自尊心（ノブレス・オブリジェ）の部分がコンプライアンスと大きなかかわりがあることが分かったので日本人の「心」の部分に焦点をあててその関連を検討していきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

